
大規模施設園芸・植物工場
共通テキスト

◎当協会が事業実施主体の次世代施設園芸地域展開促進事業における、研修やセミ
ナー等で使用された資料を中心に構成したテキスト集です。大規模施設園芸・植
物工場の運営管理に、地域や作物を超え共通的に利用いただける内容です。

【ご利用上の注意事項】

• 本テキスト集の著作権は、（一社）日本施設園芸協会に属します。

• 本テキスト集から引用する場合には、出典を明記願います。

• 本テキスト集の再配布は行わないでください。研修等で2次利用を希望される場合
には、こちらのお問い合わせ画面より、ご連絡先と利用用途をお知らせください。
追って返信を申し上げます。

https://jgha.com/ct/


株式会社兵庫ネクストファーム 生産管理課 課長 瀬戸田亜祐美

第1章 会社・個人の紹介

第2章 エネルギー利用状況

第3章 就農初年を振り返る

次世代施設園芸兵庫県拠点の取り組み



次世代施設園芸導入加速化支援事業としてスタート

社名 ： 株式会社兵庫ネクストファーム

代表者 ： 代表取締役社長 田中進
設立年月日 ： 2014年10月設立
所在地 ： 兵庫県加西市鶉野町1998番地

URL ： http://hyogo-nextfarm.co.jp/
資本金 ： 資本金10百万円

売上額 ： ４億5,700万※第4期
出資者 ： サラダボウル、東馬場農園、

JA兵庫みらい、ハルディン
事業内容 ： トマトの生産・販売事業

Environment
（環境）

Research&
Development
（研究開発）

Method
（やり方）

・統合環境制御による高品質・高収量・4定生産を実現
・「生産管理モデル」「人材育成管理モデル」確立
・マーケットインによる「流通モデル」確立
・地域の新たな産業モデルを模索

・環境に優しい農業への取り組み
・地域の間伐材から作った木質チップ利用

化石燃料使用料30%以上削減を目標
・肥料のリサイクル

・新しい技術へのチャレンジ

１－１．会社概要



地域活性化を担う 兵庫ネクストファーム

項 目 内 容

①所在地 兵庫県加西市鶉野町・野条町（養鶏場跡地）

②標高 約56m

③気候条件
三木観測所

年平均気温 14.7℃
日平均気温 1月（年間最低月） 3.5℃

8月（年間最高月） 26.7℃
年間日照時間 1,895時間
年間降水量 1,166mm

④水源 深井戸（日揚水量約200m3）、雨水、上水

⑤交通 拠点から大阪中心市街まで約1時間15分

⑥人口 加西市約4.8万人（2010年）

１－２．施設概要①



１－２．施設概要②

オランダ式施設園芸をベースに日本型モデル事業へ挑戦

項 目 内 容

①栽培品目 大玉トマト、ミニトマト

②面積 合計4ha（トマト栽培施設・3.6ha 選果施設・0.4ha）

③採用栽培方式

統合環境制御型大規模グリーンハウス
①ホーヘンドールン社製『isii』によるコンピュータ制御
②軒高6mのハイワイヤーによるハンギングガター方式
③パイプレールヒーティングの採用
④CO2施用

④事業参加団体
兵庫県
次世代施設園芸
モデル団地
運営協議会

㈱サラダボウル、㈱東馬場農園、JA兵庫みらい、㈱ハルディン
㈱関西スーパーマーケット
神戸大学、県立農林水産技術総合センター
（公社）兵庫みどり公社
兵庫県、加西市、多可町

⑤販売先 関西スーパー、コープこうべ、全国のスーパー・市場

⑥社員数 従業員約1３０名（役員3名、社員１０名）201８．８



１－３．商品紹介① “ひょうごごこくとまと”ブランド化

スプラッシュ
＜糖 度＞ 8.0～10.0度程度
＜収量計画＞0.9ha 年間170t （18.8t/10a）＜収穫段数＞43段

＜出荷形態＞スタンドパック24袋入/箱

カリーナ
＜糖 度＞ 8.0～10.0度程度
＜収量計画＞0.9ha 年間140t (15.5t/10a) 収穫段数43段

＜出荷形態＞スタンドパック24袋入／箱

出荷
開始定植

周年生産
スケジュール

出荷
終了

２9年 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 ２月

定植

出荷
開始



もりたろう（大玉） ごちそうとまと（中玉）
＜商品名＞ もりたろう（ハウス桃太郎）
＜糖 度＞ 4.5～6.0度

＜収量計画＞0.9ha 年間330t（36.6t/10a）収穫段数26段

＜商品名＞ ごちそうトマト
＜糖 度＞ 5.0～7.0度

＜収量計画＞0.9ha 年間220t (24.4t/10a) 収穫段数28段

１－３．商品紹介② “ひょうごごこくとまと”ブランド化



２－１．エネルギー利用状況 環境制御図解
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２－２．利用エネルギー系統

木質チップボイラー１基
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（参考資料）設備能力/ＬＰガス



（参考資料）設備能力/木質チップ



２－3．エネルギー利用状況① 月間推移

収穫
開始

定植

作業サイクル 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

摘芯 収穫
終了

LPG
利用開始

木質チップ
利用開始

LPG
停止 メンテナンス

木質チップ
利用停止

2016 2017 2018

ハウス内17度～18度を維持

2016 2017 2018



２－３．エネルギー利用状況② 作毎推移

３年間での木質チップ利用比率は、エネルギー２０％・コスト１６％

使用カロリー 使用金額



（参考資料）重油との比較

１０aあたり、重油の場合２９％費用増加 ※机上計算

重油1リットル
9293Kcalで計算



２－４．振り返り

３作を終えた振り返り（by技術者）

 エネルギー系統を2種（ガス・木質チップ）にしておいて正解

エネルギーの安定供給面・価格の安定面の変動に対して調整できる

 蓄熱を検討すべきだった

 ハウス内温度むら対応が必要

 省エネで高収量になるコントロール技術向上が必要

 新規建設時は、他拠点の成功・失敗事例を活用すべき



３－１．就農1年を終えて
施設園芸をメーカー機能になぞらえてモデル化できないか？

開発・技術

ものづくり
生産・品質

販売

経営

SCM・物流 調達

人材

経理・会計

どうモデル化
すべきか

機能と手段種苗開発

収量・品質
安定化

需給バランス
安定化

機械化・IT化

標準化・仕組化

利益管理

生産技術

改善

マーケティング

顧客開拓

業務委託

共同購入

人材育成・採用



【改善点】
・顧客からの袋詰めニーズ対応
・袋詰め人員雇用増を抑制
・原価（歩留・人件費）低減

３－２.改善事例紹介①

2018年 ミニトマト自動パッキングマシーン導入

ミニトマト(120g) 手動パック詰め 自動パック詰め

処理能力（Kg/時間） 4５Kg/台 ２２５Kg/台以上

労力（Kg/時間） １７Kg/人 ４６Kg/人以上

ロス率（％） 1．7～7．5 1．7～2．5

手動

課題：果実サイズが大きくなると詰まる

冷蔵庫
2017年自動



３－２．改善事例紹介②

作業時間分析を行い、課題をみつけ、社員・パートのムダを解消した

改善後

【改善点】
・作業データ記録/取得方法を簡素化（OCR表⇒作業管理表へ記入）
・工程切替回数低減による、移動・片付け・準備時間を削減
・正味労働時間の確保（休憩や体操時間は、労働時間から省く）



３－３. 取り組んでいる課題

人材育成・活気ある職場づくり

・原価管理勉強会により、社員の行動がどの数値に影響しているか認識する
・高専生とタッグを組みシフト作成IT化、浮いた時間をもっとすべきことに使う！
・残渣の堆肥化による廃棄コスト低減
・工程見直し/作業効率化/シフト/見直しによる、労務費低減
・マルハナバチ適正管理により、購入費用低減
・購入品の価格見直し（資材・備品・農薬・肥料）

原価低減活動

・栽培技術者/施設管理者育成と採用
・社員一人一人が、将来こうなりたいを持つ、スキルアップをサポート
・パート社員から正社員登用で現場力強化、やる気アップ
・パート社員と一緒に改善、やりがいのある職場づくり
・収穫ピーク時の労務キャパオーバー対応

農業素人の私でも
沢山の課題設定ができる状況
まだまだ、すべきことはある
日本事業モデル確立を目指す！
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